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平地 浩⾨1)、⾨⾨ 滉弘2)、⾨本 衛⾨3)、吉村 恒志1) 、真栄城 章吾1)

1) Ⅰ類 コンピュータサイエンスプログラム 3年　2) Ⅲ類 光工学プログラム 3年　3) Ⅲ類 電子工学プログラム 4年

次世代最先端Mobility 

うごくいた



こんなことはありませんか？

ちょっとした距離の荷物の運搬が大変

わざわざ依頼するほどでもない
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解決策の模索

レンタサイクル

産業向けAGV

乗り捨てなどの問題を懸念

コスト面に大きな懸念

無人搬送車 AGV
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動く板 

※画像は開発中のイメージです 



事前にマッピングしたエリア内の決められた経路を走行（レベル
3相当の自動運転）

2. 遠隔監視
Webアプリを介して車両の位置を確認して、遠隔で監視する 

3. 低コスト
1台あたり約20万円で製作でき、比較的容易に組み立て可能 
既存のAGVと比較すると圧倒的な低価格で実現可能 

1. 自動走行

Ugokuitaの特徴 



Ugokuitaが解決すること 

大学内や駅前など限定された範囲で物流問題を解決 

活用例 

学内便（研究室への物品の運搬など） 

フードデリバリー（食神や生協からデリバリー） 

調布駅までの荷物運搬など 



SLAM
自己位置推定 

運行制御 USB

LiDAR

USB

USB

ROS

ROS

UART
モーター制御 

ROS

Motor Driver

RealSense
障害物検知 

GPS

システム構成

当初はAutowareを検討したが、構成を単純化



自動運転車である
ことを示すステッ

カー  

非常停止ボタン  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https://docs.google.com/file/d/166XLQkQp1E0VjMEBk_bUaC4UiFB1X9V7/preview


自動運転車である
ことを示すステッ

カー  

非常停止ボタン  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https://docs.google.com/file/d/10GicQO7lwmAx8VQKdi6q2P_LTYWKwIKR/preview


安全性（未実装）

1. 作動記録記録システム 
2. 最高速度制限 
3. 走行環境監視システム 
4. 遠隔監視システム 
5. セキュリティ対策  

自動運転車である
ことを示すステッ

カー  

ソフトウェアの対策  ハードウェアの対策 
1. 加減速制御 
2. 死活監視 
3. 非常停止システム 
4. ステッカー表示 

非常停止ボタン  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これからの開発

自動運転車である
ことを示すステッ

カー  

非常停止ボタン  

3〜8月 開発
現状実装できていない、自動走行部分を実装する。

9月 実証実験(学内)
学内での認可を取得して、メインストーリーとを対象とした実
証実験を実施する
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